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 News Letter 第２号 

２０１１年１０月１日発行 

発行人 本部長 主教 加藤博道 

編集人 事務局長 司祭 中村 淳 

 

地震前の磯山聖ヨハネ教会玄関前 地震前の祭壇 

～
新
地
町
特
集
～ 
2011 年 8月 28日の磯山聖ヨハネ教会主日礼拝後（於：斎藤研さんのアトリエ前） 
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スザンナ三宅よしみ姉、イサク三宅實兄、グレース中曽順子姉葬送告別式 
震災から４ヵ月半が過ぎた７月２２日に、相馬市の葬祭会館で２５０名の方が参列する中、大震災で

逝去された磯山聖ヨハネ教会の信徒３名の葬送告別式が行なわれました。いっしょに歩こう!プロジェ

クト関係者を含む教会関係者３５名も参列いたしました。 

亡くなられた３名は、イサク三宅實兄・スザンナよしみ姉ご夫妻とその娘さんのグレース中曽順子姉

で、以前東北教区の修養会や教会学校キャンプが盛んに行なわれた、海から５０ｍほどのところにあっ

た「ときわ旅館」（福島県相馬郡新地町埓木崎字磯山）にお住まいでした。實兄・よしみ姉ご夫妻は建

物もろとも津波にさらわれたといわれ、また順子姉は勤務していた隣町の幼稚園で園児を津波から救

い、力尽きて亡くなられました。なお、加藤博道教区主教、中村淳司祭(いっしょに歩こう!プロジェク

ト副本部長)が礼拝の奉仕に加わり、聖公会の新地町に対する支援姿勢が表された象徴的な礼拝になっ

たと感じています。３名の魂の主にある光明と平安をお祈りください。 

磯山聖ヨハネ教会 管理牧師 司祭 ヤコブ 林 国秀 

三兄弟姉妹の主にある平安を祈ります 

福
島
県 

１９２０年（大正９年） この夏、当時の青葉女学院院長アンナ・Ｌ・ランソン女執事が、病後の保養のために磯山(現

新地町)に来られた。その時に解放された日曜学校の働きが、磯山伝道の始まりであった。 
 

１９３３年（昭和８年） ランソン女史が、婦人伝道師長山裕子と共に磯山に定住。 
 

１９３６年（昭和１１年） 礼拝堂兼会館（現建物）新築。磯山聖ヨハネ教会として聖別される。同時に仙台聖公会

会籍であった５６名が磯山聖ヨハネ教会の信徒となった。 
 

１９３８年（昭和１３年） ランソン女執事定年、帰米。後任にジャネット・ハーバード女史が着任。 
 

１９４０年（昭和１５年） 時局の悪化のため帰米。長山伝道師も辞職。宅間六郎司祭が定住して働かれる。 

この間、ランソン女史の働きにより、米国聖公会からの献金で埒浜地区に水門が設置さ

れるなど、数多くの地元への働きがあった。 
 

宅間司祭退職後、およそ５０年間定住教役者がなく現在に至るが、教会員の手で守られ続けている。 

教会住所：福島県相馬郡新地町埒木崎字埒浜 

在りし日のときわ旅館 津波により、風呂場跡と土台だけの姿に… 
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磯
山
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
信
徒 

サ
ム
エ
ル
三
宅
信
一
兄 

書
簡 

 
３
月
11
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
、
震
度
６
強
と
い
う
大
地
震
は
、

続
い
て
私
た
ち
の
持
っ
て
い
た
常
識
的
な
考
え
を
は
る
か
に
超
え
る
巨
大

な
津
波
を
つ
く
り
、「
水
平
線
が
黒
い
水
の
壁
に
な
っ
て
襲
い
か
か
っ
て
き

た
よ
う
だ
っ
た
」
と
友
は
話
し
、
防
波
堤
に
激
突
し
て
飛
び
散
っ
た
水
し

ぶ
き
は
防
潮
林
の
松
の
木
を
超
え
る
高
さ
ま
で
飛
び
上
り
、
海
岸
近
く
に

つ
く
ら
れ
て
い
た
県
道
は
走
っ
て
い
た
ト
ラ
ッ
ク
共
々
押
し
流
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

 

鉄
道
も
港
も
例
外
で
は
な
く
、
駅
に
停
車
し
て
い
た
電
車
は
マ
ッ
チ
棒

を
指
で
折
る
よ
う
な
形
で
流
さ
れ
、
築
110
年
を
越
え
て
親
し
ま
れ
て
き
た

新
地
駅
も
な
く
な
り
、
線
路
は
田
ん
ぼ
の
中
に
無
造
作
に
敷
き
か
え
ら
れ

ま
し
た
。 

港
内
の
安
全
を
守
る
は
ず
の
防
波
堤
は
ガ
レ
キ
と
化
し
、
波
の
力
を
弱

め
る
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
陸
に
押
し
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
流
さ
れ
、
転
が
さ

れ
、
太
い
と
も
綱
で
係
留
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
沖
に
出
よ
う
と
、

と
も
綱
は
解
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
人
気
の
な
い
漁
船
は
港
か
ら
内

陸
深
く
ま
で
流
さ
れ
、
操
舵
室
に
人
の
い
な
い
船
は
、
横
に
な
り
縦
に
な

り
し
て
転
覆
。
か
ろ
う
じ
て
漂
っ
て
い
た
船
も
、
泥
土
に
つ
か
ま
り
座
礁
。

波
が
引
い
て
置
き
去
り
に
さ
れ
た
船
は
、
三
隻
四
隻
と
数
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

 

本
来
な
ら
間
も
な
く
春
作
業
に
入
っ
た
で
あ
ろ
う
田
ん
ぼ
は
、
ト
ラ
ク

タ
ー
の
音
を
聞
く
こ
と
も
な
く
、
広
大
な
海
水
の
湖
と
な
り
、
な
お
押
し

寄
せ
る
津
波
は
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
た
国
道
を
越
え
て
家
屋
の
残
骸

を
運
び
、
引
く
波
も
ダ
ム
湖
の
堤
防
が
崩
壊
し
た
よ
う
に
一
気
に
流
れ
出

し
、
大
き
な
う
ね
り
は
一
種
の
迫
力
を
持
ち
、
恐
怖
を
覚
え
る
光
景
で
し

た
。
波
が
去
っ
て
残
さ
れ
た
の
は
、
大
量
の
泥
土
と
ガ
レ
キ
、
廃
棄
物
、

自
動
車
等
が
散
乱
す
る
荒
涼
と
し
た
景
色
だ
け
で
し
た
。
今
思
え
ば
、
あ

っ
と
い
う
間
の
出
来
事
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

身
に
つ
け
て
い
た
も
の
以
外
は
す
べ
て
流
さ
れ
、
逃
げ
る
途
中
振
り
返

る
と
、
す
ぐ
後
を
波
が
追
っ
て
き
て
い
た
と
い
う
状
態
で
し
た
。
も
し
逃

げ
る
の
が
、
ひ
と
つ
、
ふ
た
つ
、
み
っ
つ････

と
20
ま
で
数
え
る
位
の
時

間
が
遅
れ
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
か
と
思
う
と
、
今
も
ぞ
っ
と
し
ま
す
。 

私
た
ち
は
運
よ
く
逃
げ
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
津
波
の
破
壊
力

は
す
さ
ま
じ
く
、
私
た
ち
の
所
も
含
め
、
海
岸
近
く
に
あ
っ
た
二
つ
の
集

落
は
200
を
越
え
る
家
を
流
さ
れ
、
少
し
ば
か
り
の
面
影
す
ら
な
く
な
る

程
、
地
面
を
え
ぐ
り
取
り
、
今
の
今
ま
で
生
活
を
し
て
い
た
息
吹
さ
え
も

消
し
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
所
に
あ
る
山
に
残
さ
れ
た
波
の

跡
を
見
る
と
、
津
波
の
勢
い
は
30
メ
ー
ト
ル
を
ゆ
う
に
超
え
る
高
さ
ま
で

襲
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

自
然
の
も
つ
底
知
れ
ぬ
大
き
な
力
と
、
人
間
の
持
つ
お
ご
り
と
稚
拙
さ

を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
思
い
で
し
た
。 

 

こ
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
途
方
に
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
２

カ
月
を
過
ぎ
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
に
移
り
、
気
持
ち
に
落
ち
着
き
を
持

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
お
け
る
皆
様
の
励
ま
し
の
言
葉
や

背
中
を
押
し
て
も
ら
え
る
心
強
さ
も
あ
り
、
ま
た
過
分
な
御
見
舞
、
御
協

力
、
御
支
援
ま
で
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
生
活
も
平
常
に

戻
り
つ
つ
あ
り
、
前
向
き
に
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 

こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

夏
草
の
茂
る
候
で
す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
御
自
愛
下
さ
い
ま
す
よ
う
。 

草
草 

追
伸 

 

日
本
聖
公
会
東
北
教
区
の
皆
様
に
は
、
度
重
な
る
慰
問
、
訪
問
ま
で
い

た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

※
東
北
教
区
報
「
あ
け
ぼ
の
」
よ
り
転
載 
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１０５年前に作られたリードオルガン 

仮設住宅での礼拝 

 

すでに皆さまご承知のとおり、３月１１日の東

日本大震災によって福島県新地町にある磯山聖ヨ

ハネ教会は地震と大津波により甚大な被害受け、

現在受聖餐者１１名の小さな教会は、そのうち信

徒３名の尊い命が津波によって奪われ信徒の全て

が家を失いました。本来ならば春を迎える頃には、

田畑では農作業が始まるのにそれも全くできませ

んでした。磯山の信徒の皆さんは毎年自分たちの

田んぼで育てたおいしいお米を「磯山米」として

仙台基督教会で販売してその益

金を教会への献金として捧げ、

数年前には聖堂の改修費用と

して用いるなどしていました

が、塩分を含む湖のようにな

った田んぼがそれを阻んで

います。 

そして大震災から２ヵ月

を過ぎた５月中旪、ようやく避難所近くに仮設住

宅が建築され、福田小学校に避難されていた信徒

の皆さんを含む全員が入居し新たな生活が始まり

ましたが、ゼロからの出発となった生活のご苦労

は大変なものとなりました。丁度そのころ日本聖

公会いっしょに歩こうプロジェクトの働きが開始

されて、全国からスタッフやボランティアが集結

し始め、より一層厚い支援が開始されました。新

地町の仮設住宅入居家庭はおよそ５００世帯です

が、各家庭に１台ずつの掃除機やちゃぶ台の寄付、

また、広畑仮設住宅の各家庭には靴箱用のカラー

ボックスが寄付されました。これらはすべて日本

聖公会管区事務所に集められた東日本大震災緊急

救援募金により賄われました。心から感謝いたし

ます。 

 さて磯山聖ヨハネ教会は、しばらく主日礼拝を

行なえずにいましたが、６月２６日に仮設住宅に

お住まいの信徒宅をお借りしてようやく礼拝を再

開することができました。教会は依然として誰も

住めない、堤防もない被災地の山の上にあり、さ

らにいまだ電気や水道復旧の目処もたっていない

地域となっており、周りの復興計画を見つめなが

ら教会の復興を見据えて行かなければならないと

いう難しい状況にあります。教会はこの地域の信

徒を含む全ての皆さんと同じ状況で、本当に今の

地で復興できるのか、あるいは、将来自分たちが

移住を決断するとすれば、その地に共に教会も移

転すべきか等、本当に難しい決断をしなければな

らない時がいずれやってこようとしています。 

さらに、信じられないことに被災地域で空き巣

や放火等の犯罪が多発し、形をとどめていた信徒

の家が放火されるという事件が発生しました。誰

もいなくなった山の上にある教会の危険も例外で

はなく、教会内にある聖物の小さなものは運び出

しましたが、歴史的価値を有するといわれるオル

ガン(１９０６年アメリカシカゴで製造)や祭壇、

ステンドグラス

といった大きな

ものの移動と修

理保管が急務と

なり現在進めよ

うとしていると

ころです。また、

現在、礼拝は

信徒の方々の

ご好意により提供された仮設住宅の４畳半の部屋

で行なっていますが、１０人も集まれば人が外に

はみ出てしまう状態にあり、仮設礼拝堂を他所に

建設するという方向で準備を進めています。 

これまでのお祈りとご支援に感謝申し上げます

とともに、どうかこれからも磯山聖ヨハネ教会と

新地町の皆さんのためにさらなるお祈りとご支援

をお願い申し上げます。 

磯山聖ヨハネ教会 管理牧師 

司祭 ヤコブ 林 国秀 
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 人口８，１７２人の新地町では、この震災で１００人が  

亡くなり、１０人が行方丌明になっています。外国籍の２４

人の方は全員無事でした。住宅被害については、右の表のよ

うな状況となりました。 

 磯山聖ヨハネ教会は、新地町ハザードマップで、災害時の

緊急避難所指定を受けており、３月１１日には２０人程の近隣住民が避難し、救助されました。しか

し、同教会関係者を含め４人の尊い生命が犠牲となってしまい、一方で、生存が確認された全員が住

居を失い、仮設住宅での避難生活を余儀なくされています。 

 

 被災直後、福田小学校（体育

館）などでの「集団別避難生活」

から新地町広畑等の仮設住宅へ

移り、「世帯別避難生活」を送っ

ておられる被災者の方々は右の

表の通りです。うち１６９世帯

は「原発」近接地域からの避難

者です。 

 

 「いっしょに歩こう！プロジ

ェクト・新地プログラム」では、

初期初動の「緊急生活支援」（食

糧、毛布、カイロ、冬物衣料等）

から、中・長期を見据えた「復興生活支援」の取り組みとして、以下のような要望に応える活動を行

っています。 

◆物資提供 

・全仮設住宅世帯――食卓台、電気掃除機 

・全仮設集会所―――電気ポット、中型やかん、本箱 

・広畑仮設住宅全世帯――カラーボックス、コーヒー、パン、セカンドハーベスト食品※2 

・広畑仮設住宅集会所――食器棚、下駄箱、住宅地図 

◆交流プログラム 

・お茶会サロン 

・イベント参加（新盆供養参列、新地町夏祭りブース出店、新地町復興計画策定委員会陪席他） 

・高齢、独居世帯訪問 

・連帯、連携型 町役場、仮設住宅自治会、同女性部、ボランティアセンター、日本ＹＷＣＡ、 

生活相談員、社会福祉協議会、福田小学校ＰＴＡなど 

・子どもタイム（広畑住宅集会所） 

◆分かち合いプログラム 

新地町の歴史と磯山聖ヨハネ教会の歩みを学習し、恵みを感謝し、困難を共に歩むために、被災

地・被災者と参加ボランティアを繋ぐ活動。 

 地震 津波 

全壊 

大規模半壊 

半壊 

６棟 

８棟 

３８棟 

４５７棟 

３３棟 

３８棟 

仮設住宅名 世帯数 （人数） 

小川公園仮設住宅 ① 

小川公園仮設住宅 ② 

※1広畑仮設住宅 

作田仮設住宅 

小川北原仮設住宅 

新林仮設住宅 

前田仮設住宅 

すずめ塚仮設住宅 

がんご屋仮設住宅 

４８世帯 

６３世帯  

８４世帯 （２２１人） 

４６世帯 （１１８人） 

２３世帯 （６４人） 

５８世帯 （１４８人） 

６８世帯 （１６５人） 

５７世帯 （１５６人） 

１２６世帯（３３１人） 

計９カ所 ５７３世帯 （１，４９６人） 

（７月３１日現在） 

（２９３人） 

■はじめに■ 

■避難生活■ 

■具体的支援活動■ 

新地町の被災、被害状況について 

― 現状は。そして、ここから共に ― 
新地プログラム担当 ミカエル 松本 普 

※
２

包
装
の
印
字
ミ
ス
や
箱
の
潰
れ
な
ど
の
理
由
で
、
市
場
に 

流
通
さ
せ
ら
れ
な
い
食
品
や
、
企
業
や
行
政
が
備
蓄
食
品

を
新
品
に
交
換
す
る
際
に
出
る
旧
備
蓄
食
品
等
の
こ
と
。 
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東北教区対策本部から東北教区支援室、そして

「いっしょに歩こう！プロジェクト」へと日々続

けてきた新地町における活動は、当初の緊急物資

配布支援から被災者支援へと移行し、被災され仮

設住宅に入られたり、他所に避難されたりしたす

べての方々への様々な生活支援を展開しています。

それらの内容は前ページで松本さんが書いている

通りですが、当初私たちはどこかで、信徒の犠牲

者をみた新地町に対して特別な感情と格別な思い

入れで接していたというのが正直なところでした。 

しかしその一方で私たちは早くから町役場と連

絡し合い、町を通しての聞き取りもして被災者の

ニーズにお応えするスタンスで関わらせていただ

いております。 

そんな中、大震災から２ヵ月を過ぎた５月１８

日、新地町役場２階に設置されていた災害対策本

部で加藤憲郎新地町長と加藤博道教区主教の直接

会談がなされました。同席したのは、磯山聖ヨハ

ネ教会信徒３名と磯山聖ヨハネ教会管理牧師林国

秀司祭、「いっしょに歩こう！プロジェクト」事務

局長中村淳司祭と私でした。この会談で加藤町長

が被災直後から今日までに繰り広げられてきた、

町民どうしの助け合う姿や各団体ボランティアら

の奉仕する姿に感動されておられ、感謝とお礼が

伝えられました。加藤教区主教は、教会の歴史を

紐解きながら両者のこれまでの関係を大事に継承

すべく、今後の町が進めていく復興また町の再建

に対していっしょに歩ませていただきたい旨が表

明され、固い握手が交わされました。 

新地町復興計画策定委員会はすでに７月１３日

と８月８日の２回開かれ、素案がまとめられつつ

あります。その素案によりますと、被災沿岸部に

高さ６～７㍍の防潮堤を設置、防潮堤の内側に公

園や遊水池を整備し、さらに西側にある現在のＪ

Ｒ常磐線近辺に国道・県道をかさ上げして建設す

る構想が基本となっています。住宅や市街地はさ

らに内陸部に移設。津波で家屋が流失した地域は

災害危険区域に指定し、水産業など一部の職種を

除いて建築制限を設けます。津波で被災した家屋

は４８５戸（８月８日現在）。被災者アンケートに

よりますと、住宅再建にあたり重視するポイント

（重複回答）は６９％が「高台」と回答、「現在の

宅地」は４４％、「海の近く」は６％でした。 

第３回復興計画策定委員会は９月６日に開催さ

れ、私たちも委員会室にての傍聴をゆるされまし

た。その復興構想を見ながらこれからの支援内容

を検討することになりますし、磯山聖ヨハネ教会

の再生も歩調を合わせて

いくことになるかと予想

されます。復興計画は、

１２月までに策定される

予定になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司祭 林 国秀 

（東北教区） 

松本 普 

（中部教区） 

加納 美津子 

（東京教区） 

加藤町長との会談 

プログラムディレクター 

司祭 フランシス 長谷川 清純 

福田小学校の夏祭りに出店 

新地プログラム担当スタッフ紹介 
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８月の活動（仙台圏ベース） 

 

 

 

 

■名取市仮設住宅（箱塚桜団地）への支援 

支援物資提供、動物小屋

の提供（子供たちのため）、

買い物バス運行（毎週木

曜日）、自治会夏祭りへの

参加（輪投げゲー

ム・収益金は自治会

へ寄付）等。 

 

■石巻在宅被災者への支援 

支援物資提供（フリー

マーケット方式）、生活

支援、生活相談等。毎

週水・木曜日に訪問し

ている。 

 

■しょうがい者支援 

仙台市、社会福祉法人「ま

どか」（知的しょうがい者

通所作業所）の生産品で

ある、まゆだま加工品の

買取による支援を相談。

気仙沼市、社会福祉法

人「洗心会」ひまわり

（知的しょうがい者通

所作業所）の生産品で

あるクッキーの買取支

援を相談。上記２ヶ所

の施設はいずれも津波被害により施設を失い、仮

施設、旧施設での再開を始めているが、大きな課

題と困難を抱えているために支援。 

 

■外国人支援 

南三陸町志津川で毎週土曜日午後の「日本語読み

書きクラス」の開講。同時間に「こどもプログラ

ム」の開催。 

８月中毎週月･水曜日、

「一緒に夏休みの宿題

やろうプログラム」開

催。参加した子供の数

は１２人。計６回行った。 

 

■新地町プログラム 

週３回以上主に広畑仮設住宅、町役場等を訪問し、

今後の支援プログラムの策定、教会生活の再建の

ための意見交換、復興会議の情報収集、等を行っ

た。毎月第４主日での聖餐式が再開された（仮設

住宅の一室にて）。 

 

■支援物資の受入れ・整理 

物資を河上ハウス（東北教区所有の民家、仙台聖

フランシス教会隣）、ルーテル支援「となりびと」

が借りている営業倉庫

の一角に集約。 

滝乃川学園、仙台の朝

鮮学校よりの在庫物資

を受入れ。 

 

■青葉静修館、室根聖ナタナエル教会宿泊受入れ 

関係学校の夏季ボランティアキャンプ・実習受入

れを青葉静修館、室根聖ナタナエル教会で行った。

計７校、延べ約１４０人。 

青年委員会、各教区主催キャンプを受け入れた。 

 

 

 

■８月１１日釜石ベース「釜石支援センター」開

設。開所礼拝をもって新拠点での活動がスタート

した。場所は釜石駅から５分ほどの町の中心。旧

楽器店の店舗兼住宅を借り上げて設置された。 

【〒026-0031 岩手県釜石市鈴子町 5-4 0193-55-4524】 

 

■８月２３日小名浜ベース「聖テモテボランティ

アセンター」開設。日立ボランティアセンターの

後継拠点として小名浜聖テモテ教会内に設置。開

所礼拝をもって活動開始。居京阪神３教区と北関

東教区が運営。 

 

お知らせ 

お知らせ 
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「いっしょに歩こう！プロジェクト」事務局 

【open】月～金 １０：００～１７：００  【close】土・日・祝 

〒980－0803 宮城県仙台市青葉区国分町 3－4－5 クライスビル 2F 

TEL：022-265-5221  FAX：022-748-5321 

E-mail：walk@nskk.org    URL：http://www.nskk.org/walk/ 

※第 1号掲載記事の２カ所に誤りがありました。 

お詫び申し上げ、訂正いたします。 

①４ページ６月１１日の記事 

誤「１４５名」→ 正「１７４名」 

②５ページ７月２２日の記事 

誤「单相馬市」→ 正「相馬市」 

■この夏、聖公会関係学校、神学校、各教区、管

区委員会のボランティアキャンプ、実習が被災地

において行われた。横浜教区、ウイリアムス神学

館、立教池袋中学校・高等学校、聖公会神学院、

神戸教区、神戸松蔭女子学院、日本聖公会青年委

員会、香蘭女学校、プール学院大学、名古屋柳城

短期大学、九州教区。（青葉静修館・室根利用団体、

来所順）また、個人ボランティア参加者も多数来

られた。 

 

■仙台オフィスでは、個人でのボランティア活動

希望者へは日本基督教団東北教区被災者支援セン

ターエマオをご紹介しています。エマオは基本的

に個人でのボランティア参加者向けのプログラム

を行っています。「いっしょに歩こう！プロジェク

ト」では釜石ベース、小名浜ベースで個人での参

加が可能なプログラムを準備しています。ボラン

ティア募集の情報をお待ちください。仙台圏ベー

スでも今後プログラムを設置する予定です。 

【「エマオ」のＨＰ http://www.uccj.jp/】 

 

■現場では、夏が過ぎてからのボランティアワー

カー不足が言われています。すべての働きにおい

て働き手が足りなくなるのでは、と心配していま

す。「いっしょに歩こう！プロジェクト」のみなら

ず、他団体でのお働きもご検討くださると幸いで

す。仙台オフィスでは日本基督教団東北教区エマ

オ、ルーテル教会救援「となりびと」と協働して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北関東教区から、仙台オフィ

スに派遣されている執事バルナ

バ岸本望です。７月半ばの大変

暑い時期から仙台に来させてい

ただいておりますので、この号

が皆様のお手元にある１０月には、すっかり涼し

くなり、３ヵ月が経とうとしている頃です。主に

ロジスティクス担当として、皆様から送っていた

だいた支援物資を、被災者のニーズに合わせなが

ら、お届けする日々を送っています。週末には、

栃木の教会に戻り、主日の御用を果たしながらの

勤務となっています。 

働かせていただいているうちに、私が実感した

ことを皆様に一つお伝えしたいと思います。 

それは、このプロジェクトは、「特別な人がして

いる特別な働きではない」ということです。確か

に東日本大震災は、私たちの世代にとって、特別

大きな出来事です。しかし、人々と出会う中で、

人生や生活の困難さに気づき、祈り支え合う関係

に至ろうとするということは、聖書が示すイエス

様のなさり方であり、普段の教会でも行っている

はずのことです。それを今回は、より大規模に、

より丁寧に行おうとしているのだと私は考えてい

ます。 

被災者支援とは、徹頭徹尾被災者の目線に立つ

ことであり、支援する側の思惑や都合を押し付け

ることではありません。大震災を機に、勢力拡大

を目論む宗教団体や企業も被災地では見受けられ

ますが、私たちはそうであってはならないと思い

ます。先に各教会に届いたミッションステートメ

ントをもう一度お目通しいただき、「いっしょに歩

こう！」について思いを深め、ご協力いただけれ

ば幸いです。 

皆様のご支援とお祈りを、心からお願い申し上

げます。 

（９月６日記） 

 

http://www.uccj.jp/

